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「見積 CRAFT 2016」シリーズ 機能アップガイド

Ⅰ．機能アップ項目
１．見積書作成機能

（１）法定福利費
設定に従い、法定福利費を内訳書に明示します。

（２）自動発生項目
① 共通費（共通仮設費・現場管理費・一般管理費）

国土交通省監修「公共建築工事積算基準」に記載の
共通仮設費率・現場管理費率に含まれない内容について、
必要に応じ別途積み上げにより算定する。

に対応し、共通仮設費、現場管理費を積上げ計上できます。
② 自動発生費用

自動発生費用算出時の対象となる直接工事費について、対象とする／しないの設定を部材別に
行えます。

③ 初期設定の再獲得
自動発生費用設定・自動発生工事設定・自動発生部材設定を初期設定から再獲得できます。

④ 背景色
自動発生項目（自動発生費用・自動発生工事・自動発生部材・労務費）の背景色に色を付けて
表示する設定を追加します。
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（３）消費税
「見積書情報」ダイアログで消費税率を“0％”と設定することで、発生していた“消費税相当額”行
を自動で削除します。

（４）単位変換（電気）
単位変換（ “ｍ“ ⇔ ”本“ ）対象に、レースウェイ・線ぴ・メタルモールを追加します。

（５）手打ちで部材追加
明細階層に手入力行を用意します。（合計行の上に発生します。）
「追加」ウィンドウから部材を選択する必要はなく、品名または形状・寸法欄に手打ちすることで、
部材を追加できます。（ただし、単価・工数も手打ちが必要です。）

（６）配線器具組合せ（電気）
配線器具組合せで、ボックス類も一緒に組み合わせることができます。
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（７）工数合計
① 工数合計範囲の拡張

工数合計の範囲を “-9,999.999 ～ 9,999.999” に拡張します。
② 挿入計

挿入計を挿入した場合、工数合計も合計を表示・出力します。

（８）丸め処理
① 自動発生費用のみ丸め

自動発生費用のみ丸める処理を追加します。

（９）帳票設定
① 初期設定の再獲得

帳票設定を初期設定から再獲得できます。
※表中の列の横幅も再獲得できます。

② テンプレートの選択
使用するテンプレートを選択する際、適合テンプレートファイルのみを選択一覧に表示します。

③ 印刷日付
帳票設定の各帳票で印刷日付の設定（パソコンの日付・見積作成日・見積提出日等から）をで
きます。※テンプレート編集で“印刷日”を配置している場合に限ります。

（10）帳票
納品書を出力できます。
※複合単価見積でも納品書が出力できます。

２．物件管理

（１）物件一覧
物件一覧に表示される見積書ファイルの並びを保持します。

（２）ファイル名で検索
見積書ファイル名で検索できます。

３．各種設定

（１）会社情報の設定
① 自社情報の複数設定

社名２の設定を追加します。
※テンプレートで配置いただくことで、設定内容を出力できます。

４．その他

（１）材料拾い ※本機能は「見積 CRAFT Light 2016」では別売のオプション商品となります。

CAD（CRAFT シリーズ 商品「CRAFT CAD」）を用いて、材料拾いが行えます。



「見積 CRAFT 2016」シリーズ 機能アップガイド

4

Ⅱ．対応 OS
「見積 CRAFT 2016」シリーズでは以下の OS に対応予定です。

■ Windows10（32Bit/64Bit）
■ Windows 8.1（32Bit/64Bit）
■ Windows 8（32Bit/64Bit）
■ Windows 7 SP1（32Bit/64Bit）
■ Windows Vista SP2（32Bit/64Bit）

上記以外の OS には「見積 CRAFT 2016」シリーズをインストールできません。

Ⅲ．動作環境
「見積 CRAFT 2016」シリーズを実行するため必要な動作環境は以下の通りです。

■ CPU ： Core2Duo シリーズ同等品以上
■ メモリ ： 2.0GB 以上
■ HDD ： 1.2GB 以上
■ USB ポート ： 必須（ハードプロテクト用）

Ⅳ．注意事項
■ 本機能アップガイドに記載された商品名は、各社の商標または登録商標です。
■ 本機能アップガイドに記載の内容は、予告なく変更することがあります。


